
9  夏 ま き短 根 ニ ン ジ ンの栽 値 距離     ―

1 背 景と特徴

夏まき短根エンシンは労働力配分、他の野菜との組み合せによる土地の有効利用及び輪作体

系の面で有利であることから最近裁培されるとりになったが、奉まきと比較 して価格が不安定

なこともあり、我培面積はまだ少ない。したが ってこの作型を安定させるためには奉まき以上

に品質が良く、多収であることが必要である。品種と播種適期についてはすで1/C明らかにされ

たので裁植姫雑について検討 した。

2 技 術内容

夏まさ短根二/シ ンの栽植距離は畦巾60御 、休問 10御、 2条 亡き (33,333株/10a)及 び

!畦巾70卸、株間 8御、 2条 まさ(35,714株/10a)が 適当である。なか条問は20物とする。

3 普 及上の留意点

(1)露 植となるため、間引時の生育不良株はクズ根になるため間引には注意をはらう。

(功 畦 巾 60卸、株問 10御、 2未 まきは土寄せ しにくいので映込型品種を使用する。特に越冬

させる場合は培土をていねいに行う。

t〕 畦巾70,″、材t間8御、 2衆 亡きは土寄せは容易であり越冬させる場合都合が良いが、 問

引に手間がかかる。

(4)靖 種期が遅れた場合や地力が低い畑の場合は 1条まさし、根の肥大を提進させる。

4 試 験成績の概要

(1)試 験課題名

友まき短根ニンジンに関する試験

(射 試 験年次及び場所

昭和 52年   岩 手県園芸試験場高冷地分場

は)試 験方法

裁植距離試験
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惚)試 験結果

根重は 50-10-1区 (畦 巾 50筋、株間 10餌、 1条 まきを示す )が最 も大きく、密植す

るほど根の肥大が劣 り、クズ根率も多い傾向を示したが収量は密植する低ど増加し、 2条ま

きの全区が 4,500K7以上の収量を示した。中心規絡であるM、 L級 の占める割合は 50-10

-1区 、 60-10-2区 及び 70-8-2区 が 57～ 58"を 示 したが 60-3-2区 が少なく

約 50%で あった。規格別収量はLL級 を除き他のすべての等級において 2条すき区が 1条

まき区より収量が高 く、中心規格のM、 L級 は 60-10-2区 及び 70-8-2区 が多 く、      )

2,600降をこえる収量となった。これらのことを総合すると畦巾 60筋、抹間 10御、 2条 ま

き及び畦巾 70御、株問 8御、 2条 まきが栽植距雄として適当であると考えられた。

c)主 要成果

第 1表 収 量調査 (播種後 130日 )
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第 2表  規 格別割合及び規格別収量
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第 1図  中 ″ふ規格 (M、 L級

割  合 (%)

)の割合と収量

試験 区 ,
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10 高 冷 地 に お け る短 根ニンジン、スイ
ー
トコーン、タトクサイ、ダイヨンの晩播 限界

1 背 景と特徴

本県は昭和 51年の晩矯害 とその後の異常低温による冷害を含めて近年気象災害が頻発して

いるが、このより左異常気象に対処する技術対策の基礎資料は野菜に関して極めて少ない。こ

のため気象災害の対策資料を得ることは緊急課題であり、本試験では短根二/ジ ン、スイ
ート

コーン、ハクサイ、″
‐
イゴンの 4作 日について晩播による減収程度を検討 し、晩播限界につい

て把握 したので参考に供 したい。

2 技 術の内容        ‐

( 1 ) 短根 ニ ン ジン

奉播品種の露地栽培では 6月 中旬播が標準3者種 より22%の 減収 となるが実用的な播種範t

囲にあり、 6月 中旬までの播種が可能である。また 6月中旬までは春播品種で対応出来るが

6月 中～下旬の播種は夏播品種の適用が必要となる。

(2)ス イー トヨーン

ハニーパンタム極早生は 7月 _上旬播が 42%の 成収 となり、また 6月 下旬播は 4"の 成収

ではあるが規格別収量からみて実用性が低く、マルチ直播栽特を前提とした晩播限丹は6月

10a当 たり収量 (移 )

宰
_はMと L級の合計を示丸

残された問題点

特になし

参考資料
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